
年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 4 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の物事・減少に対する概念や原理・法則を理解し、化学的に探究するために必要な観察・実験などの技能を身に付ける。

身近な事象に関心や探求心をもち、化学的な
視点、考察力を養うとともに、化学的技術に
対する関心を高める態度を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

化学基礎
理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物質をその構成粒子の違いで分類し、性質の違
いをミクロの視点で理解できるようにする。ま
た、物質の性質や変化を実験を通して理解し、
その多様性を分子レベルで理解できるようにす
る。

身近な事象の中に問題を見出し、観察、実
験、調査などを行って得た結果について、化
学的に思考し、判断する。また、そこから導
き出した自らの考えを的確に表現する。

7実教出版　化基705　高校化学基礎

理科

獲得した知識や技能をもとに科学的な思考力、判断力、表現量を身に付ける。

科学的に探求しようとする態度を身に付ける。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

足立工科 理科

配当
時数

１
学
期

単元　オリエンテーション ・１年間の見通し
・実験室の使い方
・基本的な実験器具の使い方

【知識・技能】
・科学的に探究する方法を理解するととも
に、身近な物質の探求に必要な基本操作を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
実験器具の種類と性質の違いを知り、実験内
容から使用する実験器具を考察することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な物質の探求に関する事象に主体的に関
わり、それらに対する気づきからさらに探求
しようとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 3

単元　物質の探求
　　　物質の構成粒子

実験や観察を通して、元素や化合物
について理解し、そこから原子構造
まで拡張して指導する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

単元　物質の構成粒子

実験や観察を通して、原子構造につ
いて理解し、そこから電子配置まで
拡張して指導する。

○

○
定期考査

・物質の分類とその分離操作
・単体と元素、状態変化と熱

・原子、電子配置 【知識・技能】
物質の構成粒子について理解するとともに、
実験の技能と物質を探求する方法を身に付け
ている。

【思考・判断・表現】
物質の構成についての観察、実験を行い、物
質の構成における規則性や関係性を見出して
表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構成などに主体的に関わり、科学的に
探求しようとする態度を身に付けている。

○ ○

定期考査
○

単元　物質の構成粒子
　　　物質と構成要素

実験や観察を通して、原子における
様々な反応を理解し、電子配置と併
せて考察することで一般化して指導
する。

・イオン、周期表 【知識・技能】
物質の構成粒子について理解するとともに、
実験の技能と物質を探求する方法を身に付け
ている。

【思考・判断・表現】
物質の構成についての観察、実験を行い、物
質の構成における規則性や関係性を見出して
表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構成などに主体的に関わり、科学的に
探求しようとする態度を身に付けている。

○ ○

【知識・技能】
物質の分離・精製や元素の確認、状態変化な
どについて理解するとともに、実験の技能と
物質を探求する方法を身に付けている。

【思考・判断・表現】
物質の構成についての観察、実験を行い、物
質の構成における規則性や関係性を見出して
表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の分離・精製や元素の確認、状態変化な
どに主体的に関わり、科学的に探求しようと
する態度を身に付けている。

1

○

7

○

○

○ ○ ○ 5

7



単元　酸化還元反応

実験や観察を通して、酸化と還元の
定義について理解し、その知識と併
せて酸化還元反応や金属のイオン化
傾向まで拡張して指導する。

定期考査

・金属のイオン化傾向
・化学電池

【知識・技能】
酸化と還元について理解するとともに、実験
の技能と物質を探求する方法を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
酸化と還元についての観察、実験を行い、科
学的に考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸化と還元に主体的に関わり、科学的に探求
しようとする態度を身に付けている。

○

○ ○

○○

○ 14

1

7

1

○○

1○

単元　酸と塩基

実験や観察を通して、酸と塩基の定
義および性質について理解し、それ
らとイオンの関係性について考察す
るように指導する

定期考査

・酸と塩基の定義
・水素イオン濃度とpH
・中和反応

【知識・技能】
酸・塩基と中和について理解するとともに、
器具の扱い方や溶液の調製方法など滴定捜査
における基本的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
酸・塩基と中和についての観察、実験を行
い、中和反応に関与する物質の量的関係を科
学的に考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基と中和に主体的に関わり、科学的に
探求しようとする態度を身に付けている。

○

○

○

○

３
学
期

単元　酸化還元反応

実験や観察を通して、酸化と還元の
定義について理解し、その知識と併
せて酸化還元反応や金属のイオン化
傾向まで拡張して指導する。

・酸化と還元
・酸化数
・酸化還元反応

【知識・技能】
酸化と還元について理解するとともに、実験
の技能と物質を探求する方法を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
酸化と還元についての観察、実験を行い、科
学的に考察することができる。。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸化と還元に主体的に関わり、科学的に探求
しようとする態度を身に付けている。

○ ○

２
学
期

○

○

○ 7

合計

70

単元　物質と化学結合

実験や観察を通して、化学結合や組
成式について理解し、それらの種類
による性質の違いに留意しながら指
導する。

定期考査

・イオン結合
・共有結合
・金属結合

【知識・技能】
イオンの生成を電子配置と関連付けて理解す
るとともに、実験の技能と物質を探求する方
法を身に付けている。

【思考・判断・表現】
分子からなる物質の性質についての観察、実
験を行い、科学的に探究した知見を表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な物質の探求に関する事象に主体的に関
わり、それらに対する気づきからさらに探求
しようとする態度を身に付けている。
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